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「造成地盛土危険度判定システム」は、

予め造成地盛土の危険度を判定できる。

発表概要

東北地方太平洋沖地震前に危険度を判定していた。

現地踏査の結果、ほぼ的中。

盛土

切土

写真 福島市伏拝沼ノ上あさひ団地

谷埋め盛土

腹付け盛土

地震時に滑動崩落

崩落イメージ 代表的な危険度評価手法

（1）点数法

（2）数量化解析

（3）側方抵抗モデル

（4）三次元安定解析

側方抵抗モデル



東北地方太平洋沖地震前に予測した危険度評価手法の比較

① ② ③

①「大規模盛土造成地の変動予測調査ガイドラインの解説」の点数法
②『斜面防災都市』釜井・守隨の数量化解析モデル
③側方抵抗モデル（太田-榎田モデル）＝国土地理院モデル＝ガイドラインにも参考として記載

事後評価でない初の事例

旧地形 新地形
※褐色の箇所が盛土

盛土抽出方法

３

解析ブロックについて（１） 解析ブロックについて（２）



危険度判定結果
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